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　日本医師会と読売新聞社は、人間や動植物のいのちの輝く一瞬をとらえた写真や、医師や看護師、患者

との交流をつづったエッセーを募集する「生
い の ち

命を見つめるフォト＆エッセー」を開催いたします。 

　本コンテストは、これまで長年にわたり開催されてきた「生
い の ち

命を見つめるフォトコンテスト」と「『心

に残る』医療体験記コンクール」を統合、リニューアルしたもので、見た方、読んだ方が、生
い の ち

命を見つめ

るきっかけとなるような作品を募集します。

　皆さまのご応募をお待ちしております。

＜概　　要＞

　①　フォト部門

　　　生
い の ち

命の尊さ、大切さを感じさせる写真を募集します。人間、動物、自然など被写体は自由です。 

　②　エッセー部門

　病気やけがをした時の思い出、介護や生命の誕生にまつわる話、医師や看護師、患者との交流など、

医療や介護に関するエピソード、お世話になった医師や看護師ら宛てに送ったという想定の「感謝の

手紙」などを募集します。 

＜応募要項ほか＞

　詳細は、コンテスト公式ホームページ（http://event.yomiuri.co.jp/photo-essay/index.htm）を

ご参照ください。

＜締め切り＞

　　2017年10月５日（木）（必着）

＜お問い合わせ先＞

　　〒100-8055　東京都千代田区大手町1-7-1 

　　読売新聞東京本社　事業開発部「生
い の ち

命を見つめるフォト＆エッセー」係 

　　ＴＥＬ：03-3216-8606　（平日午前10時～午後５時）

　　主催：日本医師会、読売新聞社
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